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広島県和服裁縫業最低工賃の改正決定について（答申）  

 

 

本審議会は、令和７年１月 29 日付け広労発基 0129 第 1 号をもって諮問の

あった標記について、慎重に審議を重ねた結果、別紙のとおりの結論に達し  

たので答申する。  

 

 

 



広  島  県  和  服  裁  縫  業  最  低  工  賃

1    適用する家内労働者

   広島県の区域内で和服裁縫業に係る業務（手縫いによる業務に限る｡)に従事する家内労働者

2    適用する委託者

   前号の家内労働者に前号の業務を委託する委託者

3    第１号の家内労働者に係る最低工賃額

振りそで ２５，０００円

留めそで ２８，０００円

羽織 １２，０００円

訪問着 ２３，０００円

付け下げ １６，０００円

長着 １４，０００円

長じゅばん ９，０００円

喪服 １７，０００円

道行コート・道中着 １６，５００円

名古屋帯 ４，３００円

袋帯 ４，２００円

4    効力発生の日

法定どおり

別紙

品　目 金　額

　（１）次の表の左欄に掲げる品目に応じ、1枚（名古屋帯及び袋帯にあっては１本）につき、右欄に掲げる金額

　（２）最低工賃額が適用される業務は、次のとおりである。

　　　 生地：絹（表生地が絹90％以上）

　　　 工程：裁ち合わせ、地直し、縫製及び押しの全ての工程


